
先週のASEAN市場はインドネシア、マレーシアにけん引され反騰機運強まる
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先週はクリスマス休暇を挟み市場ボリュームは盛り上がりに欠けたものの、相場的にはまずまずで、前々週の急
騰相場の利食い売りをこなして戻り高値水準を維持した。ただ、週末に戻り高値更新での陰線となったことで、戻
り相場に黄信号が点灯した。週足も勢いが削がれたパターンになっており、週初に先週高値を抜けないと、再度、
下値模索の展開になる可能性が高い。ここは慎重な対応が必要な局面だ。

市場一刀両断 新春相場に向けて銘柄研究を。



アナリスト注目銘柄 Vitarich Corporation (VITA)
（DMC)
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【注目材料】第2四半期が最終赤字に転落したことで中期下落相場を余儀なくされているが、第3四半期は一転、営業益が3倍増と
なり、最終益も大幅黒字に急浮上。本サイトのファンダメンタルズ分析ツールである投資力は6月期の284から509ポイントに倍増。
それにつれて株価格付けも最上級の☆☆☆となっている。（投資力の変化はPSE会社情報ページの「フィリピン株豆知識」確認で
きます。
【会社概要】ドーリーフィッシュやチキンなど向けの資料や加工食品を扱う。
【投資戦略】5月以降、安値圏でのもみ合い相場が続いていたが、ここにきて底放れの動き。業績の回復から見直す局面に入った
と見られ、絶好の仕掛け場となっている。

Analyst’s Take: StrongBuy
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NEW！ 低リスク・高パフォーマンスの“UpDown投資”

読者が株長者になっていただきたいために開発
したのが“UpDown投資”。これは銘柄ごとに決ま
る「Bestテク」の確定足の判断で、寄付きに“買い
建て”、引けに“決済”するもの。日足なら1日、週
足で1週間だけの投資期間で、保有リスクは限ら

れる。一方でパフォーマンスは、通常のトレードよ
り多いケースも多々ある。
指数採用30銘柄のBuy判断銘柄。週足なので月

曜寄付きに買い注文を出し金曜引けで決済する
わけだ（ただしパフォーマンスは売買手数料など
は除外）。
下は右銘柄のなかのパフォーマンス例。
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ICHMOKU判断銘柄 Century Peak Holdings Corporation (CPM)

今週は「テクニカル診断」ページのICHIMOKU判断検索に新たに追加した「AIパターン検索」を活用した銘柄抽出。

今回は週足ICHIMOKUでAIパターンでの

遅行線上抜けと晴雲でのダブルスク
リーニングを実施。その結果、上記6銘

柄がヒットしたが、流動性などを考慮し
株価―基準ラインでも上抜けとなってい
るCPMを選択した。週足チャートを見て
も力強い上昇となっており、2020年に活
躍しそうな動きだ。
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最低売買金額一覧（12/27現在）
現在）


